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1980年代に品質立国日本・モノづくり大国日本が成立

し得たのはなぜか？ 再び ｢質（品質）｣への求心力を高める

ために、今何をすべきか？本書では、質マネジメントの第

一人者が、高品質を基盤に経済成長を成し遂げた要因を考

察し、成熟経済社会となった現在とのギャップを分析した

上で、｢質｣ を中心に成功し続ける重要なポイントを解説し
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“やるべきことをきっちりやる”誠実さと継続性を徹底す

ることが、その第一歩となります。本書では、日常的活

動の維持管理・改善に積極的に取り組むことの重要性を
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製品の複雑化・多機能化によって、技術者が検討すべき要素は

あまりにも多くなりました。“今、まさに設計・計画している

仕様において、どのようなトラブルが起こり得るかを気づかせ

てくれる知識が欲しい”―本書は、その解決アプローチとして

SSM ※の手法を解説し、モノづくり業務の設計・計画におけ

る未然防止のための知識を整理・活用する方法を説明します。 

企業をとりまく経営環境は変わっても、変わらないものは、質

の大切さと、それをお客様の視点で考えることができる人材の

大切さです。本書は単なる人材開発の一般論ではなく、経営トッ

プから現場の第一線までが、質の向上を最優先に QCD ※のレ

ベルアップを実践できる経営体質を確立するための、人材育成

のあり方を提言します。 
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失敗経験を活かし使える知識の整理と、 

知識を使ったトラブル未然防止の仕組みとは？ 

すべての経営者は、今一度、質を第一とする 

マネジメントの重要性に気づこう！ 
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の教育内容／階層別教育／データ解析に必要な教育　第 6章 質技術の人材育成　質技術伝承のための仕組みの確立／質方針の明確化と育成戦略

／教育研修による質技術者の人材育成　第 7章 質を第一とする人材育成システムの要件　質技術の可視化／過去の経験活用／モチベーションの

高揚／人材育成こそ経営の最重要施策　第 8章 QCサークルは人材育成 　QCサークル活動がもつ六つの人材育成要素／ QCサークルを実践する

ために必要な要件　第 9章 問題解決の実践こそ人材育成の本質　問題解決の手順をマスターする／問題解決力の評価ポイント／問題解決に必要

な能力　第 10章 人材育成の企業事例（株）ジーシー／コニカミノルタグループ　第 11章 質を第一とする人材育成は社会に対する企業責任 

第 1章 設計・計画におけるトラブル予測・未然防止　設計・計画プロセス／設計・計画時の未然防止の考え

方／トラブル予測思考を構造化してみよう　第 2章 トラブル予測・未然防止に必要な知識　トラブルに関す

る知識／対象に関する知識／知識の差は予測の差を生む／トラブル情報は宝の山か？／使ってもらえないト

ラブル情報データベース　第 3章 知識の構造化の概要と意義　知識を構造化しよう／知識の構造化のメリット／構造化知識の獲得と活用のフロー

　第 4章 トラブルに関する知識の構造化　知識の再利用性を考えよう／本格的な知識の構造化－ SSMによる知識構造／トラブルに関する構造

化知識と情報基盤　第 5章 対象に関する知識の構造化　対象に関する知識の構造化／ SSMを利用した対象に関する知識構造　 第 6章 構造化知

識を活用したトラブル予測・未然防止　構造化知識を活用した再発防止チェックリスト／構造化知識を活用した FMEA／構造化知識を活用した

FTA　 第 7章 知識の構造化によるトラブル未然防止活動の実践　SSMによるトラブル未然防止活動の実践例／ SSMを活用した様々な未然防止

活動の例／ SSMによる知識の構造化のメリット 

（社）日本品質管理学会 監修 選書 

高度成熟経済社会の今にふさわしい 

“Q-Japan”（Quality Japan） の実現へ！ 

第 1章 品質立国日本はどこへ　第 2章 成熟経済社会への変化　パラダイムシフト／質マネ

ジメントの課題　第 3 章 品質立国日本再生への道　時代は変わっても／ Q-Japan 構想

第 4章 時代が求める精神構造の確立　失われた精神構造の復活／新たな精神構造の獲得／成熟経済社会に必要な精神構造／

事故・不祥事を起こす組織の特徴／求められる組織文化　第 5章 競争力という視点での質の考察　競争力という視点／日本

人の競争優位要因／成熟経済社会の事業成功要因／ JIS Q 9005／競争優位のための QMS構築／我が国が注力すべき産業

分野　第 6章 社会技術のレベル向上　社会技術の確立・レベルアップに必要な要件／社会技術としての医療安全／社会技術

の意義　第 7章 持続的成功を支える行動原理　質アプローチの再認識／質中心／人間尊重／自己変革 

第 1章 序論 日常管理の重要性／組織的体系的活動と日常管理　第 2章 日常管理の基本 日

常管理活動の展開／日常管理の事前調整手段としての標準化／処理プロセスの標準化／ア

ウトプット側面の標準化と統制／インプットの標準化／変化への対応　第 3章 日常管理の

基本条件と整備　5S ／見える化／変化点管理／段取りと後始末／異常処理と例外管理

第 4章 日常管理と改善　改善のための問題の発見と解決に対するアプローチ／再発防止活

動と未然防止活動／プロアクティブな改善活動／日常管理と小集団活動の関係／日常管理の基盤となる人材育成　第 5章 職

能部門別の日常管理のポイント　営業部門／製造部門／開発部門／調達部門／管理・間接部門／経営諸要素に対する日常管

理のポイント　第 6章 おわりに　効果的・効率的日常管理を実践するための管理者の役割／効果的・効率的日常管理実践の

ポイント／日常管理に対する経営者の関心と関与 
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